
段差解消にあたって制約となる技術的な課題の例

ホーム幅が狭い駅で、エレベーターを設置する
スペ スが確保できない例

地上部に道路や商業店舗等がある地下駅のため、
エレベ タ の設置スペ スが確保できない例

資料２

スペースが確保できない例 エレベーターの設置スペースが確保できない例
必要幅員 約5m島式ホーム

通路幅
1.5m

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

通路幅
1.5m

必要幅員 約3.5m

2.0m

相対式ホーム

通路幅
1 5m

道路上でホーム幅を確保できない路面電車の例

その他の例

○地下駅で、トンネル（シールド区間）にある構造のため、
エレベーター設置のためにシールド構造に開口部を設

1.5m

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ

2.0m

けると、強度不足を生じる駅

○地下駅で、天井が低いため、エレベーターを設置する
ための高さを確保できない駅

○新幹線の高架橋が近傍にあるため、運行に影響を及
ぼさないよう、柱等の大規模な補強が必要となる駅

等


